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          「沖縄の風」よ ふきわたれ 

５月２７日（土）、ひぐらし会館で行われた伊波洋一講演会「沖縄の風を全国に」は、参加者１７

１名・チケット販売数２１３枚を得て無事終了できました。皆様、ご協力をどうもありがとうござい

ました。 

  (↓永島香さん持参・展示のパネル)  私は、この取り組みの中に次の４つの広がりを見た思いがします。 

①地域的広がり―伊豆市・伊豆の国市・函南町・熱海市・松崎町か

らも多くの参加がありました。御殿場からは若いママが子どもを

連れて駆け付け、展示パネルの提供とていねいな解説を行って下

さいました。 

②世代的広がりー司会のアナウンスやはじめのことばも若々しく、

熱海高校エイサー部の演舞も元気いっぱい。参加者に若い力が伝

わりました。沖縄へ市民のカンパで派遣された伊東の青壮年４人

も、講演会の後の懇親会に全員出席です。２ケタを超える現職労働

者の参加も心強い限りでした。 

③政党・政派の広がりー自由党・日本共産党・伊東新時代の方々が、

講演会にも懇親会にも参加されて交流を深めました。沖縄との連

帯が党派を超えてさらに広がったのは嬉しいことです。 

④諸団体の方々への広がりー「伊東市民劇場でも反戦をテーマにイ

ベントを実施しています。ともに協力しあえたら幸いです」との言

葉もありました。年金者組合伊東支部では１４７名中２６名も参加しました。                        

  ふりかえれば、沖縄問題の講演会が伊東で開かれたのは２年前の６月１３日。１３０名が集まって

できたこの１つの「点」は、２回の沖縄映画会・２回の伊東青壮年沖縄

派遣・１回の沖縄派遣報告会という「線」となってつながります。今回

の伊波講演会では、その「線」がいっそうの市民の共同により上記の４

つの方向に広がり始めました。そこからどう「面」としての運動をつく

るかが今後の課題ではないでしょうか。 

伊波洋一参議院議員は、「他の地域以上に、より幅広い市民の皆様の

取り組みだと感じます。地域の皆様が、主体的に考える場をつくりあげ

ていこうとしていることに敬意と連帯の思いを感じています」と伊東の

運動を評価して下さいました。 

そうした幅の広さと主体性を、今後も大切に育てていきたいもので  
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す。 

 一方、この講演会は多くの沖縄の方々の協力なしには開けなかったこともお伝えします。まず、一

面識もない伊波さんへは、琉球大学の何人かの教員が橋渡しとなって迅速にコンタクトを取って下

さいました。 

 次に、沖縄県発行の基地問題パンフを全員分入手できたのは、私たちの取り組みを支援してくれた

那覇商業高校・Ｎ先生の示唆のおかげです。彼女は「伊東の運動は沖縄県民への心強い励ましです」

と語り、授業でも紹介してくれました。 

 この先、８月には伊東からの第２次沖縄派遣青壮年による報告会が開かれる予定です。「沖縄から

沖縄へ」くりかえし往還する伊東市民の運動を、これからも息長く続け発展させていこうではありま

せんか。 

  皆様の温かいご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。    ≪加藤好一≫ 

 

▲当日、来場された方々から頂いたアンケートを別紙のようにまとめました。講演はもちろんですが、熱

海高校エイサー部の熱演に感動した、という声がたくさん寄せられました。 

 

・熱海高校のエイサー部の笑顔がイイネェー。今

の国会の様子と安倍の改憲発言でこの笑顔を

奪わない大きなうねりが必要ですね。 

・熱海高校のエイサーがエネルギッシュで、 

若々しく、頼もしく感じました。 

・熱海高校のエイサー、最高！子どもたちの笑顔

が暗い時代の光となりました。 

 

部員と顧問の先生、ありがとうございました。 

 

 

◎伊波洋一さんの講演と質疑をビデオに撮りました。ビデオ録画したものを DVD に焼いて配布すること

が出来ます。希望される方は、三好(0557-45-1182)までお申し込みください。DVD の素材(100 円/枚)と

送料を負担していただきます。                     

 

 

懇                                                   

親    

          会 

          に 

          て 
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◆共謀罪(テロ等準備罪)の国会審議が山場を迎えています。今国会の会期は 6 月 18 日まで。自公は会期

延長も視野に入れながら、会期内の強行採決・成立を狙っています。今週末から来週早々に大詰めを迎え

ます。アメリカ政府の違法な監視活動を告発したスノーデンは以下のように警告しています。 

・「私は何も悪いことはしていないから、監視されても気にしない」という人に彼はこう言います。 

  それは「話したいことがなければ言論の自由は必要ない、というのと同じくらい危険な」考えだ、と。 

・「市民が反対しているのに政府が意に介さず法律を成立させるような社会では、政府は制御不能とな

ります。あらゆることのコントロールが失われます。人々は政府と対等なパートナーではなくなりま

す。全体主義にならない保証はありません」 

☆「森友」「加計」問題で明らかなように、安倍政権は官僚と一体となって、徹底した情報隠しと隠蔽を

図っています。国民には行政府の情報を秘匿しながら、他方では国民のあらゆる動静とコミュニケーシ

ョンを監視できるようにするのが共謀罪です。もし、成立すれば制御不能な独裁政府が生まれます。今

こそ、『共謀罪 NO!!』の声を広めましょう。「総がかり行動 伊東連絡会」作成の、共謀罪廃案と憲法

九条改正(加憲)反対を訴えるチラシを同封(添付)しました。ご活用ください。 

◆6 月 10 日(土)、共謀罪と辺野古基地建設に反対する「国会大包囲」行動がありました。伊東からバス

一台を仕立てて、この行動に参加しました。以下に、その様子を報告します。 

6月 10日「国会大包囲」行動に、伊東からバスで 40人が参加!! 

朝 10 時に市役所に集合。一番遠い人が一番早く来る法則通り 河津から来られた 3 人が一番乗

り。個人行動が大好きな N さんがラストに到着。亀石峠を越えて沼津インターから東名に入った。

参加者は 40人。最高齢は 88歳（!）のＩさん。予報では最高気温が 32°になるらしい。熱中症が心

配。車中で一人一人自己紹介。宇佐美から参加した Mさんが「これま

での国会動員は労働組合の組織で参加したが、今回は伊東市民とし

て参加できて嬉しい」と語ったのが印象的だった。 

午後 1 時過ぎに国会周辺に到着。私たち一行は国会図書館前に陣

取った。木陰が少ない。いち早く緑陰を確保したのは婦人方。沖縄の

歌が響く中続々人が集まってきた。会が始まる時には、歩道はいっぱ

いの人でふさがった。コールが始まった。声が良く通る。「辺野古に

新基地はいらない!」「野党と市民は共闘!!」最後に「廃案、廃案、

廃案」と畳みかける。迫力がある。スピーチが始まった。共謀罪の危

険を訴える弁護士、基地建設の受注談合を告発する共産党議員、沖縄

の風の糸数慶子さん、そして名護市の稲嶺市長がマイクを握る。ひと
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きわ拍手が高まる。「沖縄は絶対負けない、なぜなら勝つまであきらめないから」。社民党の福島瑞

穂さんは歯切れよく、安倍政権を批判。森友学園、加計学園疑惑を、「森そば、かけそば」問題と皮  

肉った。…スピーチが続くにつれ、地面に座り

込む人が増えてきた。幸い、風があって暑さ

はそれほどでもない。が、長時間立っている

のは身体に応える。もう 1 時間半もたつ。

「まだ終わらないのかなぁー」と思う頃、最

後のコールが始まった。座っていた人たち

も立ち上がった。迫力ある、良く通る声でリ

ード。大きな声で連呼すると、疲れもどこへ

やら行って生き返る。 

帰りの車中では、一人一人感想を述べ

た。総参加者が 1万８千人と聞いてガッカリ

した、という人が何人か。久しぶりに国会行動に参加して、嬉しかった、元気が出た、という人

も。デモもやりたかった、と座り込んでいた人が言った。平均年齢が 70歳になろうかという集団

にしては、元気のいい、威勢の良いことを言い合った。バスに乗って国会行動に参加しようなどと

いう人は「そもそも」(誰かの得意の弁)元気印な人たちなのだ。夜 7時過ぎに、事故なく全員無事

に伊東市役所に帰ることが出来た。  (文責 三好康昭)                

 

    

【メガソーラー反対署名、1 万筆へ】  

「伊東メガソーラー建設の中止を求める会」の署名数が、6月 9日現在で、伊東市宛 9830筆、静 

岡県宛 9800筆に達しました。一万筆までもう一息です。建設中止に追い込むためには、伊東市民全

体の声を結集することが必要です。「中止を求める会」では、反対の声を全市に広げるために、署名

第二次締切りを 7月 31日に設定しました。「市民ネットワーク」賛同者の皆さん、とりわけ、宇佐

美地区や伊東旧市街にお住いの皆さん、ご近所の方に声をかけ、一人でも多くの方に署名をしてい

ただいてください。署名用紙は「中止を求める会」の HP(http://ito-ms.chu.jp/)からダウンロード

できます。岩上書店(☎53-0051)、文泉堂書店(☎37-2970)にも置いてあります。 

 【6 月 19 日は恒例の「19 日行動」】 

『共謀罪』採決前後の緊迫した時にぶつかります。みんなで、共謀罪 NO!の声を上げましょう。 

・日時…6月 19日(月)14:00～ 

・場所…伊東市観光会館前                       

・行動…スタンディングとショートスピーチ   

・連絡先…「総がかり行動 伊東連絡会」 

伊藤廣光(53-6303) 


